




Lighting management of archives targeting a repository - Case studies 

















　“The handling guidelines for the National Treasures and Important Cultural 
Properties exhibit” were revised in January 2018. The guidelines indicate that the 
conditions applicable to LED-based lighting in the exhibit are the same as those 
applicable to incandescent and fluorescent lighting. As an energy-saving lighting 
technology that does not emit ultraviolet or infrared rays, LED has been widely used in 
archives, exhibition rooms, and repositories. On the other hand, lighting-control 
guidelines that are compatible with the selection criteria for LED but also consider the 
characteristics that distinguish LED from conventional light sources in relation to 
human comfort and document preservation have not yet been established.
　In light of these circumstances, as a basic study on archives lighting management in 
the LED era, this paper reports on the ISO 1179 and lighting standards for repositories 
including museums and art galleries in America, Britain, and Japan； such a report has 
not been presented in Japan until now. In addition, this study examines lighting 
management at the National Institute of Japanese Literature as a case study. It focuses 
on each country’s standards, considers the features and countermeasures of lighting 
management for archives in a repository, and clarifies tasks for the LED era.
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1　はじめに
　2018年 1 月、『国宝・重要文化財の公開に関する取扱要綱』（文化庁）が改訂された。約










































































































































　ISOが提示する収蔵庫（書庫10））に求められる照明要件について、第 1 版と第 2 版の内
容を抜粋した（表 1 参照）。
　第 1 版と第 2 版を比べてみると、共通の内容として、光によって累積する損傷を最低限
にするための制御の重要性や、自然光の入射を防ぐために必要な対策、ランプから発生す
る熱に対する配慮、消し忘れ防止のための工夫などがあげられる。
　改訂点は、第一に、収蔵庫内の照度の変更である。第 1 版では床上200 lxとされていたが、
7――CIE157：2004“Control of Damage to Museum Objects by Optical Radiation”（日本語訳：社団法人日本
照明委員会『博物館展示物の光放射による損傷の抑制』、2005年）
8――前掲載注 8
9――ISO11799“Information and documentation -Document Storage requirements for archive and library 
materials”





GCAS Report Vol.8 2019　学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ学専攻
第 2 版では床上100 lxに下げられた。第二に、推奨する照明の選択について、第 1 版では






表 1 ──ISO11799　第 1 版（2003年）と第 2 版（2015年）
（本表はISO11799第 1 版・第 2 版を元に、執筆者が手を加え作成した。）
ISO11799 第 1 版 （2003） ISO11799 第 2 版 （2015）





























































　アメリカ・アーキビスト協会（Society of American Archivists、以下SAA）は、2009
年にSAA承認規格「アーカイブズと特別コレクションの施設：アーキビスト、司書、建
築家、エンジニアのためのガイドライン」11）を公表した。この承認規格を策定した背景の
一つとして、2005年に博物館図書館サービス振興機構（Institute of Museum and Library 
Services）が公表した文書館、博物館、図書館を対象にした調査報告「A Public Trust at 
























11――Michele F. Pacifico and Thomas P. Wilsted “Archival and Special Collections Facilities： Guidelines 
for Archivists, Librarians, Architects, and Engineers” 2009年、Society of American Archivists
12――「グリーン」ステータスは、非営利団体である米国グリーンビルディング協会（USGBC：U.S. Green 




















































































・ 照度は少なくとも床面で108～161 lx（10～15 ft-ch）
必要。









・ 作業机の照度は少なくとも46 ft-cd（500 lx）で、グ
レアはわずかでなければならない。
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15――BS5454：2000“Recommendations for the storage and exhibition of archival documents”
16――PD5454：2012“Guide for the storage and exhibition of archival materials”
17――PD0024：2001“Guide to the interpretation of BS5454:2000”
18――BS5454：2000の翻訳は、小澤梓氏の協力を得た。記して謝意を表す。
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利用及び廃棄に関するガイドライン」（平成23年 4 月 1 日内閣総理大臣決定；平成30年 5






























4-2　JIS Z 9110 ： 2010『照明基準総則』
　ISO11799のような収蔵庫に求められる要件を記した規格ではないが、照度に関しては



















































































































　上記の明るさの基準である500 lx以上は、JIS Z 9110 ： 2010の「屋内作業の基本的な照
明要件」において普通の視作業での推奨照度と一致するが、JIS Z 9110：2010における美
22――文部科学省HP「博物館に関する科目について」
　http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/gakugei/ 1288651.htm（最終アクセス2018年 9 月30日）
23――「図書館法施行規則の一部を改正する省令及び博物館法施行規則の一部を改正する省令等」（平成21年 4
























下 1 階から地上 5 階建ての鉄筋コンクリート造である。



















1 ・収蔵庫 3 ）は、JIS 
Z 9110：2010やISO11799































表 5 ──国文学研究資料館の照度とJIS Z 9110：2010・SAA承認規格との比較
国文学研究資料館 JISZ9110：2010 SAA
場所 照度（lx） 場所 照度 場所 照度
書庫（雑誌・図書） 457
収納庫・収蔵庫 100 収蔵庫 200～500 lx
マイクロ保管庫 371
収蔵庫 1（アーカイブズ） 230




保存措置室（B棟2F） 788 修復室 200～500 lx
閲覧室閲覧コーナー机上 294 閲覧室（原本） 200～500 lx
閲覧室カウンター 568 閲覧カウンター 200～500 lx
写真 2 ──収蔵庫内の照明点灯の区域（★印はスイッチの場所）
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28――例えば、York city Library & Archives（ヨーク市図書館・文書館）のヨーク市文書館は、文化遺産宝





（平成23年 4 月 1 日内閣総理大臣決定；平成30年 5 月18日一部改正）の冒頭にもあるように、
「各館が抱える固有の背景や事情もあることから、当該館における運営等の実効性を確保
するため、館において取り扱う特定歴史公文書等の種類、施設の規模、総合的な保存対策、
業務計画、組織体制等を考慮」して、継続的な資料保存に取り組むことが最も重要である
ことを強調したい。
6　おわりに－LED時代のアーカイブズ照明の課題－
　LED時代におけるアーカイブズ照明管理の基礎研究として、国際的な規格等を参照し
て収蔵庫の照明管理について考察を行った。しかし、これらの規格もそのほとんどが従来
の照明を対象とした先行研究により得られた成果に基づくものであり、LEDによる資料
の損傷や影響の評価に基づくものではない。そのため、LEDを対象とした資料の劣化・
損傷症例を検証した成果を踏まえた更なる検討が必要である。
　日本においては、一般社団法人照明学会が『美術館・博物館の次世代照明基準に関する
研究調査委員会報告書』（2017年）を刊行し、美術館・博物館におけるLEDの展示利用に
おける利点・留意点をまとめた。特に、留意点では「発光方向が一方向の為、従来の配光
制御とは配光、グレア制御が異なる」、「従来器具からの光源のみのLED化では配光や熱
環境などのマッチング検証が必要となる」といったLED導入時に注意すべきポイントが
示された。
　資料への損傷と設備としての従来照明との違いを明確にした上で、アーカイブズに関わ
る照明管理の基準が現行の規格と適合するのか、また改訂が必要となるかを検討すること
が今後の課題である。
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